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第９５回 たかが，積分計算！？

　単に計算に過ぎない，積分計算にも，いくつかの特徴的な考え方があります．
まず，逆関数と積分がテーマのこの問題です．

　この問題の(4)において，

f (x) =　　  (0≦x≦1)

に対し，g(t) =　 | f (x) − t |dx，さらに，g′(t)を求めようとするとき，

すでに f −1(x) =          ( = f (x))を求めているので，

g(t) =　| f (x) − t |dx の表す，右の図の斜線部を，«首を横にして» yを

積分変数とみて積分すると考えてみます．絶対値は自動的にはずれ

となります．これから

 

と計算を進めることができ，g(t)の絶対値を含む積分の具体的な計算はしなくて済みそうですね．

　もう一つ，見てみましょう．

関数 f (x) =　　  に対して，g(t) =　 | f (x) − t |dxとおく．次の問いに答えよ．

(1) f (x) (0≦x≦1)の最大値と最小値を求めよ．
(2) g(0)とg(1)の値を求めよ．
(3) 関数 f (x)の逆関数 f −1(x)を求めよ．
(4) g(t) (0≦ t≦1)の最小値を求めよ．

（2018　名古屋工大）
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　 0≦ t≦2　において，媒介変数 t で表された曲線
 x = 3cos t + cos3t
 y = 3sin t − sin3t
を Cとする．
(1) Cの長さを求めよ．
(2) Cで囲まれた領域の面積を求めよ．

（2017　信州大・理，医）
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「そんなの大して変わらないじゃあない」
と思われるかもしれません．確かにここに挙げた例は，比較的素朴な例なので，どのように（正し
く）計算しても時間的に大して差はないでしょうが，

というのは面白いことですね．

たかが，積分計算ですら，いろいろと考えることができる

　媒介変数を用いて表されたアステロイドの弧長と面積を問う典型的な問題ですが，面積については
ちょっとした計算の仕方で計算量は変わります．
　少し頑張って

とするのが標準的な解法ですが，ここでは

またまた，«首を横にして» yを積分変数とみて積分すると考えてみると

辺々加えて2で割ると

となり，積分の計算はごくわずかになりました．
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